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津 南町森林組合

東京ビックサイトで行われた業務用食材展のようす

代
表
理
事
組
合
長
　
滝
沢
　
完
治

よ
う
や
く
春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
冬
は
、
12
月
初
旬
か
ら
ま
と
ま
っ
た
雪
が
断
続
的
に
降
り
、

例
年
に
な
く
大
雪
と
な
る
と
と
も
に
湿
っ
た
雪
が
多
く
、
森

林
の
被
害
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
組
合
業
務
運

営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
３
月
22
日
に
第
48
回
の
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
、
多
数
の
総
代
の
皆
様
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
提

案
い
た
し
ま
し
た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
は
、

円
安
に
よ
る
原
材
料
を
始
め
電
気
料
等
含
め
た
光
熱
費
が
高

騰
し
、
大
変
厳
し
い
組
合
運
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員

は
じ
め
、
お
得
意
様
各
位
並
び
に
関
係
機
関
の
ご
支
援
に
よ

り
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
森
林
経
営
計
画
に
よ
る

森
林
整
備
は
、
関
係
山
林
所
有
者
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
く

中
で
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

者
並
び
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
各
位
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
木
材
価
格
の
低
迷
と
森
林
へ
の
関
心
が
低
下
す
る
中
で
、

ご
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
地
域
の
環
境
整
備
や
資
源
の
保
全
に
努
め
、
今
期
も
継

続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
森
林
整
備
を
推
進
す
る
上
で
、

町
か
ら
も
山
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
大
幅
な
助
成

措
置
を
頂
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
今
期
は
、
総
代
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
組
合
員
各

位
に
お
手
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
目
標
達
成
の
た
め
努
力
を
致
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て
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第
１
号
議
案

　

平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
に
つ
い
て

《
説
明
》26
年
度
は
電
力
料
金
の
値
上

げ
、重
油
等
燃
料
費
の
値
上
が
り
、円

安
に
よ
る
原
料
費
の
高
騰
な
ど
で
製

造
原
価
が
大
幅
に
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
総
取
扱
額
で
23
億
６
百
万

円
と
な
り
前
年
を
６
千
５
百
万
円

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

結
果
税
引
前
の
当
期
利
益
は
１
５
，

９
９
６
千
円
、当
期
未
処
分
利
益
は

８
，９
９
６
千
円
と
な
り
１
％
の
出

資
配
当
と
し
て
内
部
留
保
に
充
て
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
収
支
計
画
の
承

認
に
つ
い
て

《
説
明
》27
年
度
は
森
林
整
備
に
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
３
年
間
準

備
し
て
き
た
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０

の
認
証
取
得
を
目
指
す
こ
と
と
し
、

総
取
扱
額
で
26
年
度
対
比
１
０
２
％

の
23
億
４
千
万
の
計
画
と
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

　

本
年
度
経
済
事
業
手
数
料
率
の
決

定
に
つ
い
て

　

津
南
町
森
林
組
合
表
彰
規
定
に
よ

り
長
年
に
亘
り
組
合
業
務
運
営
に
貢

献
さ
れ
た
次
の
職
員
に
表
彰
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

職
員
勤
続
20
年

　
　

森
林
木
材
部　

増
田
慎
太
郎

　
　

特
産
部　
　
　

村
山
し
げ
子

第
四
十
八
期
通
常
総
代
会
が

　
　
　
　
　  

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

付
議
さ
れ
た
議
案

表
彰

定
年
退
職
者
紹
介

　

18
年
10
カ
月
あ
っ
と
い
う
間
に

感
じ
ま
す
。
良
い
職
場
の
仲
間
に

恵
ま
れ
、
楽
し
く
今
ま
で
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。
今
後
は
嘱
託
と

し
て
今
ま
で
同
様
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

18
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
退
職
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
色
々
と
助
け
て
い
た
だ
き

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

永
年
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
い
人
達
に
恵
ま
れ
15
年
間
続
け

て
こ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
嘱

託
と
し
て
身
体
が
続
く
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

木
工
職
の
面
接
で
当
時
、
十
日

町
森
林
組
合
に
席
の
あ
っ
た
私

に
、「
引
き
抜
い
た
み
た
い
で
恨

ま
れ
る
」
と
山
田
佐
内
元
組
合
長

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
家
具
、看
板
、

登
山
道
な
ど
形
の
残
る
仕
事
に
た

ず
さ
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
55
年
５
月
に
森
林
組
合
に

お
世
話
に
な
り
今
日
に
至
り
ま
し

た
。
木
工
加
工
部
門
が
発
足
し
て

６
年
目
、
製
品
構
成
・
技
術
等
は

ま
だ
ま
だ
研
究
の
段
階
で
あ
り
、

木
工
・
漆
器
産
地
に
研
修
に
出
か

け
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
ま

す
。退
職
さ
れ
た
諸
先
輩
の
方
々
、

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
頂
い
た
職

員
の
皆
様
、
木
工
作
業
に
従
事

で
き
た
こ
と
は
私
の
人
生
の
財
産

で
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
後
も
益
々
の
発
展
と
、
皆

様
の
ご
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
長
い
間
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

第
４
号
議
案

　

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
限

度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

本
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決

定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

余
裕
金
預
け
入
れ
先
金
融
機
関
の

決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　

本
年
度
役
員
報
酬
額
の
決
定
に
つ

い
て

第
８
号
議
案

　

役
員
選
任
規
定
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

以
上
、
提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
議

長
の
清
水
光
春
総
代
（
田
中
）
に
よ

る
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関

等
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
く
中
で
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
期
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

村山　幸子さん

高波　広子さん

富澤　實さん

髙橋　俊一さん

清水　恵子さん
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苗箱
ヌ
キ
材

負
担
金
の
軽
減
を
目
指
し

　

気
象
変
化
が
激
し
く
、
残

雪
の
多
い
今
春
、
組
合
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
作
物
等
の
遅
れ
に
気
を
揉

ん
で
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
組
合
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
森
林
整
備
に
伴

う
所
有
者
負
担
金
の
軽
減
を

目
指
し
、
国
県
の
補
助
金
を

導
入
す
る
た
め
、
森
林
経
営

計
画
制
度
の
樹
立
に
向
け
集

約
化
等
の
推
進

活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、

芦
ヶ
崎
地
区
と
、

昨
年
よ
り
継
続

の
反
里
口
地
区

を
重
点
に
行
う

予
定
で
す
。

 

こ
の
計
画
は
、

昨
年
の
広
報
誌

で
も
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た

が
、
一
定
の
区

域
に
お
い
て
集

約
化
し
、
森
林

整
備
を
計
画
的

に
行
う
事
が
目

的
で
す
。

 

そ
の
た
め
、
一
所
有
者
の

み
の
意
向
で
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。

　

区
域
一
帯
の
所
有
者
様
の

ご
理
解
が
な
け
れ
ば
成
立
し

な
い
事
業
で
す
の
で
、
各
森

林
所
有
者
様
に
は
、
今
後
と

も
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成 26 年　反里口経営計画説明会

　
〝
ふ
く
ろ
う
の
森　

新
潟
県
立
図

書
館
〟
創
立
百
年
、
80
万
冊
の
図
書

を
常
備
。

　

以
前
か
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ー

ブ
ル
等
を
納
品
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
今
回
マ
ガ
ジ
ン

ラ
ッ
ク
を
受
注
し
３
月
末
に
納
品
し

ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
カ
フ
ェ
〝
ミ
チ
コ
コ
〟に
も

津
南
の
木
材
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
バ
イ
パ
ス
女
池
で
降
り
て
約

７
分
、近
く
に
は
自
然
科
学
博
物
館
、

野
球
場
が
あ
り
、
子
供
さ
ん
連
れ
で

楽
し
め
る
場
所
で
す
。

新
潟
県
立
図
書
館

ラ
ッ
ク 

納
品

ヌ
キ
材
が

優
良
苗
成
長
に
一
役

農
畜
産
物
直
売
所

陳
列
棚
　
制
作

　

一
度
訪
問
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

南
魚
沼
市
の
Ｊ
Ａ
が
農
畜
産
物
直

売
所
を
５
月
初
旬
オ
ー
プ
ン
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
た
魚
沼
基
幹
病

院
の
す
ぐ
近
く
。

　

農
畜
産
物
陳
列
棚
の
加
工
委
託
の

受
注
を
受
け
て
約
２
ケ
月
間
制
作

し
、
納
品
し
ま
し
た
。

　

近
年
水
稲
苗
の
生
産
に
木
材
（
ヌ

キ
材
）
を
使
用
す
る
農
家
の
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

周
囲
を
ヌ
キ
材
で
覆
う
と
、
苗
高

が
均
一
に
な
り
、
且
つ
寒
い
風
か
ら

守
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

標
準
的
な
寸
法
は
長
さ
４
ｍ
、
厚
さ

18
ミ
リ
、
巾
１
０
５
ミ
リ
。

　

価
格
は
一
枚
６
０
０
円
、
詳
細
は

木
材
部
ま
で
。
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わらび集荷わらび集荷わらび集荷

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

わらび集荷と
山竹の子缶詰加工のお知らせ

山竹の子缶詰加工山竹の子缶詰加工

毎年山菜集荷にご協力いただきありがとうございます。今年度も、山菜集荷はわらびのみと
させていただきます。又、例年好評をいただいております山竹の子の缶詰加工も承ります。

お問合せなど詳しくは、特産部
『久保田・樋口』までご連絡下さい。お問合せ

平成27年度

山竹の子缶詰加工

買取価格 １キログラム当り　250 円（税込）

お願い
家庭で食べられる程度の「こわさ」で、穂先の開いていないもの
長さを 20cm 以内に揃えて、ポリテープで束ねて下さい

受入時間 平日 9 時～ 12 時、13 時～ 16 時半

精算方法
１ヶ月分まとめて、翌月 15 日に支払います

（休日の場合は翌日となります）

加工料 １缶　330 円（税込）　１kg で 3 ～ 4 缶程度できます

お願い
収穫後すぐに皮をむき、生のままで、食べられる部分を 10cm 以内に切り、
ビニール袋に入れてください
油性マジックで、住所・氏名・電話番号を明記してください

受　付　日
カレンダー

月 火 水 木 金 土 日

５月
18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

６月

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

受付時間 11 時半までに、森林組合へお持ちください

　お客様が持ってきた竹の子は、必ずそのお客様の缶詰になり
ますので、ご安心ください。
　なお、加工料は品物を引取る時にお支払い下さいますよう、
お願いいたします。

今年もいっぺ持って来てね～！地元の食材で、うんめもんつくるっけ！
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なめこの天ぷら

なめこ………………… 200ｇ
天ぷら粉……………… 適量

大根おろし…………… 8分の1本
ネギ…………………… 10センチ

材料　（2人前）

作  り  方

❶天ぷら粉と大根おろしを混ぜる。
❷ネギはお好みの大きさに切る。
❸❶になめこを入れさっくり混ぜる。
　（混ぜすぎるとなめこの粘りが出るので注意）
❹❸にネギを入れ軽く混ぜて 180 度の油で揚げる。

※大根おろしの量やネギのカットの大きさで色々な食感や
　味を楽しめます。
※塩、醤油、麺つゆなどでお召し上がり下さい。

津南産しいたけ
お礼のお便り
いただきました！
　津南町におけるしいたけ生産は、秋冬栽培を中心とした
11 人の生産者により、年間約 25 トンのしいたけが生産され
ています。津南産しいたけは、県内の市場、関東のスーパー
を中心に出荷されていますが、品質に関しては非常に高く評
価されており、肉厚でおいしいという声がよく聞かれます。
そんな中、神奈川県で購入していただいたお客様からお礼の
お便りを頂戴いたしましたので紹介します。
　商品をほめていただくことは本当にうれしく、お便りまで
送っていただくことは稀なことですので、生産者、森林組合
ともに大変喜んでおります。
　これからもたくさんの方に、津南のおいしいしいたけを食
べていただけるように、生産者と力をあわせ頑張っていきた
いと思います。
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　 あ と が き

　もう雪降りは終わりかなと思うほど
暖かくなったかと思えば逆戻りし、雪
が降る寒い日が続いたりと、二歩進ん
で一歩下がりながら少しずつ津南の春
が近づいて来ているのかもしれません。
日が昇るのは早くなり、沈むのは遅く
なり、活動時間が増えると外仕事が忙
しくなります。疲れた体は温泉で癒し
て。あったかいんだから～

山
やま

田
だ

　雄
ゆうだい

大
（津南町朴ノ木坂）

村
むらやま

山　祥
よし

希
き

（津南町割野）

上
かみむら

村　真
ま な み

奈美
（津南町大割野）

山
やま

田
だ

　美
み

雪
ゆき

（長野県栄村）

村
むらやま

山　一
もと

子
こ

（津南町反里口）

押
おし

木
き

　航
こう

太
た

（十日町市新座）

桑
くわはら

原　彩
あや

乃
の

（津南町城原）

　４月１日より特産
部 食品加工課に配
属された新しい仲間
です。ご指導宜しく
お願い致します。

職員紹介

ノウサギは山々に近い市町村でかつては有害鳥獣
の中でも一番に上げられていた動物でもあります。
ところがここ数十年ノウサギは年々減少し、新雪の
所に足跡がいっぱいあったのはもう昔の事の様に感
じられ、実際捕獲されている数も年々少なくなって
きています。

ノウサギは北海道と沖縄を除き全国的に分布して
おり、ユキウサギは北海道のみに生息しています。
草食性で森林幼齢造林木、畑作では大豆、人参等の
成育初期に食害が見られ有害獣として毎年駆除され
ています。夜行性で日中は草むらの中、冬期間は木
の根元のくぼみの中で隠れているので物音で驚いて
飛び出さない限り見つけることは困難です。

日本のノウサギの中でも冬期間耳の先端を除いて
体毛が白く変化するのは日本海側の積雪地帯（佐渡
も含む）と東北地方、北海道のユキウサギ、他の所

では一年中暗褐色、津南の山々でも変化しない個体
が時々見つかっています。遺伝子の働きかも？

注意していただきたいのは伝染病の野兎病で、食
するため調理等でノウサギに触れ高熱が出たら野兎
病にかかったことを疑う必要がありますが、近くの
病院に相談すれば治療薬があるのですぐに治ります。

鳥獣被害にご注意
ください！❸

総代選挙のお知らせ
　本年度は第 17期総代選挙を行う年
です！
　下記日程で実施する予定ですので、
ご協力お願いいたします。

月　日 内　容
７月 11 日㈯ 各選挙区において説明会
７月 23 日㈭ 立候補届出締切り
７月 26 日㈰ 選挙日
８月   ８日㈯ 新総代就任

　なお、関係する方々には、追ってご
連絡申し上げます。




